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1. はじめに 

2019年5月25日、房総半島下でMw 4.9の地震が発生し、関東地方の広域にわたり揺れが感じられ、最大震度

は千葉県で震度5弱であった。この地震は防災科学技術研究所のHi-netメカニズム解カタログによれば、深さ

26 kmで発生した正断層型の地震であった。したがって、この地震はプレート境界地震ではなく、上盤プ

レートと太平洋プレートにはさまれたフィリピン海スラブで起きたプレート内地震であると考えられる。付近

では6月1日にも同様のメカニズムを示すMw4.6の地震が発生した。 

プレート内部の地震は、数千年以上の長期にわたるプレート境界のすべり運動により、その周囲に蓄積された

応力を解放するように起こると考えられる。したがって、これらの地震の発生メカニズムを定量的に明らかに

するためには、プレート内部の応力蓄積過程をモデル化する必要がある。 

著者らは、これまでの研究において、関東盆地周囲の地質学・変動地形学データに基づき、太平洋プレートと

フィリピン海プレートの定常沈み込み運動と伊豆半島の衝突の効果による長時間スケールの変動をモデル化し

た[1]。本発表では、この関東盆地の長時間変動モデルについて述べ、このモデルを用いて房総半島下に形成さ

れる内部蓄積応力場を計算し、地震活動との関連を議論する。 

 

2.　関東盆地の長時間変動モデル 

本研究で用いるモデルでは、Matsu’ura & Sato (1989)の定常的プレート沈み込みモデル[2] にもとづき、プ

レート境界面における定常すべり運動によってフィリピン海と太平洋プレートの沈み込み運動を表現した。ま

た、伊豆小笠原弧の衝突はすべり速度欠損を与える（定常的固着）ことによりモデル化した。一方、地質

学・変動地形学的手法によって見積もられた過去100万年の上下変動データによると、はじめ関東盆地のほぼ

全域で沈降運動が起こっていたが、沈降域は徐々に狭まり、最終間氷期（12.5万年前）以降は全域での隆起運

動へと転じている。同時期には、フィリピン海プレートの運動方向が北北西から北西方向へ変化したことが指

摘されている[3, 4]。そこで、本モデルを用い、フィリピン海プレートの運動方向変化による伊豆小笠原弧衝突

の効果の時間変化を計算し、関東盆地の上下変動パターンの時間変化を満たす衝突領域の範囲を定めた。得ら

れた衝突範囲は伊豆半島の周囲のプレート境界が押し込まれた領域であるが、現在の北西方向のプレート運動

下では伊豆半島よりも西側の部分の効果が大半を占める。 

 

3. 関東盆地、房総半島下の応力状態 

得られたプレート沈み込みと伊豆半島の衝突モデルを用いて、プレート内部の応力蓄積レートを計算した。関

東地方上盤側の地殻内応力は伊豆半島における北西－南東圧縮応力、フィリピン海プレート内部の横ずれ的な

応力場とともに、関東盆地の東部では、ドーナツ状のメカニズム解で表される、東西・南北ともに伸張的な応

力場を示す。房総半島下のフィリピン海プレート内部の応力場も上盤側と同様に、水平伸張的な応力場を示

す。5月25日、6月1日の地震は東西伸張の正断層型であるが、計算で示した水平伸張の応力蓄積パターンと調

和的であり、フィリピン海スラブ内部の弱面において断層すべりとして解放されたものと考えられる。 
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